
  令和４年度「全国学力・学習状況調査」の結果について 

 

１ 調査の概要 

（１）調査の目的 

   義務教育の機会均等とその水準の維持向上の観点から、全国的な児童生徒の学力や学習状況

を把握・分析し、教育施策の成果と課題を検証し、その改善を図るとともに、学校における児

童生徒への教育指導の充実や学習状況の改善等に役立てる。さらに、そのような取組を通じて、

教育に関する継続的な検証改善サイクルを確立する。 

  

（２）調査の対象および内容 

  ・調査対象 … 小学校第６学年（市内９校）303 人、中学校第３学年（市内６校）296 人 

  ・調査内容 … 教科に関する調査  

・小学校第６学年：国語、算数、理科（各 45分） 

          ・中学校第３学年：国語、数学、理科（各 50 分） 

          生活習慣や学習環境等に関する質問紙調査 

・児童生徒に対する調査（20～40分程度） 

・学校に対する調査 

  ・調査期日 … 令和 4年 4月 19日(火)  

 

２ 教科に関する調査の結果 

（１）標準学力調査の平均正答率 

      小学校第６学年                  

【国語】           【算数】         【理科】 
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国語は滋賀県、全国平均と比べて下回る。特に、「読むこと」「言葉の特徴」に課題がある。 

算数は滋賀県、全国平均と比べて下回る。特に、「変化と関係」に課題がある。 

理科は滋賀県、全国平均と比べて下回る。特に、「粒子」「地球」に課題がある。 
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中学校第３学年 

【国語】           【数学】               【理科】       

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）正答率が低かった問題 

① 小学校第６学年【国語】「書くこと」「思考・判断・表現」 

    二 島谷さんは、川口さんと【文章２】を読み合い、感想を伝え合いました。次の【伝

え合いの様子の一部】をよく読み、あとの問いにこたえましょう。 

（問い）島谷さんは、川口さんと伝え合ったことをもとに、自分の文章のよさをふり返り、書

くことにしました。あなたが島谷さんなら、どのようなよさを書きますか。次の条件

に合わせて書きましょう。 

 ＜条件＞〇【文章２】のよさを書くこと。 

     〇【文章２】から言葉や文を取り上げて書くこと。 

     〇六十字以上、百字以内にまとめて書くこと。 
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国語は滋賀県、全国平均と比べてわずかに下回る。「読むこと」「言語文化」に課題が見られる一方

で、「書くこと」「情報の扱い」では、滋賀県、全国平均を上回っている。 

数学は滋賀県、全国平均と比べてわずかに上回る。「関数」に課題が見られる一方で、「数と式」で

は、滋賀県、全国平均を大きく上回っている。 

理科は滋賀県と同程度、全国平均と比べてわずかに下回る。「生命」に課題が見られる一方で、「エ

ネルギー」では、滋賀県、全国平均を上回っている。 
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② 小学校第６学年【算数】「変化と関係」「知識・技能」 

（３） りんごの果汁が２０％ふくまれている飲み物が５００ｍＬあります。 

    この飲み物を２人で等しく分けると、１人分は２５０ｍＬになります。 

 

 

 

 

２５０ｍLの飲み物にふくまれている果汁の割合について、次のようにまとめます。 

 

 

 

上の○アにあてはまる文を、下の １ から ３ までの中から１つ選んで、その番号を書き

ましょう。 

 

 

 

 

 

 

２ 



③ 小学校第６学年【理科】A区分「エネルギー」を柱とする領域 「知識・技能」 

  （１）たかしさんたちは、晴れた日に科学クラブで、同じ大きさの鏡を使い、日光をは

ね返して、的あてゲームをしました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

     上の図のように、３人とかべの間に、それぞれ、円形、三角形、四角形に切り抜

いた、鏡と同じ大きさの段ボールの板を置きました。 

     ３人が上の図の位置で鏡の向きを変え、それぞれが日光をはね返して、３つの段

ボールの板にあてたときに、かべの左にある的に、三角形の光をあてることがで

きるのはだれですか。下の １ から ４ までの中から１つ選んで、その番号

を書きましょう。 

 

         １ たかしさん 

         ２ はなこさん 

         ３ かつやさん 

         ４ 全員 

 

④ 中学校第３学年【国語】 「我が国の言語文化に関する事項」「知識・技能」 

    一 【最初に書いた文字】について、青山さんは「行書の特徴を踏まえて書くことができ

ている」と述べていますが、その具体的な内容として最も適切なものを、次の１か

ら４までの中から一つ選びなさい。 
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 ⑤ 中学校第３学年【数学】「図形」「思考・判断・表現」 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑥ 中学校第３学年【理科】「エネルギーを柱とする領域」「知識・技能」 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜調査結果のポイント＞ 

【小学校国語】 

○互いの立場を尊重して話合いを進めるうえで、必要なことを質問して話の中心を捉えることは

できているが、学習指導要領で新たに示された、相手とのつながりをつくる言葉の働きを捉え

ることに課題が見られる。 

○本調査で初めて取り上げた、文章の構成や展開について感想や意見を伝え合うことを通して自

分の文章のよさを見付けることに課題が見られる。 

 

【中学校国語】 

○「書くこと」及び「情報の扱い方に関する事項」（学習指導要領に新設）に係る出題におい

て、自分の考えが伝わる文章になるように、根拠を明確にするために必要な情報を資料から

引用して書くことに課題が見られる。 

○「話すこと・聞くこと」に係る出題において、具体的な助言があればスピーチの表現を工夫

することはできているが、話し方の工夫について自分で考えることに課題が見られる。 

解してある項目に当たる数を求めることはできているが、目的に合う円グラフを選び、読み

取った情報を答えることに課題が見られる。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 質問紙調査の結果 

（１）質問紙調査の肯定値 

  ①「肯定値」とは 

肯定値…４択の質問を対象に、各選択肢に次の配点で得点を与え、カテゴリー毎に算出した

平均値に 25を掛けた値。 

 

＜調査結果のポイント＞ 

【小学校算数】 

○学習指導要領に新設された「データの活用」の領域において、表の各欄と合計覧の意味を理

解してある項目に当たる数を求めることはできているが、目的に合う円グラフを選び、読み

取った情報を答えることに課題が見られる。 

○日常生活の場面に即して、数量が変わっても割合は変わらないことを理解することに課題が

見られる。 

 

【中学校数学】 

○「データの活用」領域において、多数回の試行によって得られる確率の意味の理解には改善

の傾向が見られる。一方で、学習指導要領において統計的内容が充実したことを踏まえ初め

て出題した「箱ひげ図」からデータの分布の特徴を読み取ることに課題が見られる。 

○「関数」の領域において、日常的な事象を数学的に解釈し、問題解決の方法を数学的に説明

することに引き続き課題が見られる。 

＜調査結果のポイント＞ 

【小学校理科】 

○学習指導要領で重視されている問題解決の力を踏まえて初めて出題した「問題の見いだし」

（身の回りの生物や物の溶け方に関すること）については、気づいたことを基に分析して解

釈し、適切な問題を見いだすことに課題が見られる。 

○観察、実験などに関する技能については、実験の過程や得られた結果を適切に記録したもの

を選ぶことはできている。一方、自然の現象（水の状態変化）については、知識を日常生活

に関連付けて理解することに引き続き課題が見られる。 

 

【中学校理科】 

○学習指導要領において科学的に探究する学習が重視されていることを踏まえ、探究の過程に

おける検討や改善を問う設問について、他者の考えの妥当性を検討したり、実験の計画が適

切か検討して改善したりすることに課題が見られた分野がある（力の働き、天気の変化等） 

○過去に課題が見られた実験の計画における条件の制御については、改善の状況が見られる。 



 

 

 

       

  ② カテゴリー分類 

   Ⅰ 自己認識 ⇒「自尊心」「扶助」「充実感と向上心」 

   Ⅱ 学校環境 ⇒「学習環境」「学級環境」「ICT 活用」「規範意識」 

   Ⅲ 学習状況 ⇒「表現活動」「主体性」「対話」「汎用・活用」 

   Ⅳ 生活・学習習慣 ⇒「生活習慣」「学習習慣」 

      Ⅴ その他  ⇒「読書活動」「異文化理解」「地域参加」 

  

 ③ 小学校第６学年の肯定値 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     

  

 

 

 

 

 

 

「自尊心」「扶助」「対話」「生活習慣」の値が８割を超えて良好である。全国と比較すると、「地

域参加」の値が高く、「ICT 活用」「表現活動」に課題が見られる。改善案としては、学習内容や

調べた内容について、プレゼンテーションソフト等の ICT を使ってまとめ、発表するなどの表現

活動を取り入れることが挙げられる。 
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・最も肯定値が高い質問 

「いじめは，どんな理由があってもいけないことだと思

いますか」96.1 

・最も肯定値が低い質問 

「新聞を読んでいますか。」34.8 

・全国と比較して肯定値が高い質問 

「今住んでいる地域の行事に参加していますか。」

72.8（+9.7）  

 「地域の大人に、授業や放課後など勉強やスポーツ

を教えてもらったり、一緒に遊んでもらったりすること

がありますか」56.1（+5.1）  

・全国と比較して肯定値が低い質問 

「学校で，授業中に自分で調べる場面で，ＰＣ・タブレ

ットなどのＩＣＴ機器を，どの程度使っていますか（イン

ターネット検索など）」57.2（-8.1）  

「５年生までに受けた授業で，自分の考えを発表する

機会では，自分の考えがうまく伝わるよう，資料や文

章，話の組立てなどを工夫して発表していましたか。」

65.5（-4.3） 
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最も望ましい／良好な選択肢（強い肯定） に「配点：４」 

次に望ましい／良好な選択肢（弱い肯定） に「配点：３」 

改善／配慮を要する選択肢（弱い否定）  に「配点：２」 

特に改善／配慮を要する選択肢（強い否定）に「配点：１」 

学
習
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そ
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他 

※各教科に関することや解答時間、 

などの質問は集計から除外。 

※「異文化理解」に関わる質問は、 

今年度はなかった。 
全国 滋賀県 米原市
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 ④ 中学校第３学年の肯定値 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「扶助」「規範意識」「対話」「生活習慣」の値が８割を超えて良好である。多くの項目で全国平

均を上回っているが、全国と比較すると、「地域参加」の値が特に高く、「ICT 活用」に大きな

課題がある。改善案としては、授業後の振り返りにおいて ICT を活用し、友だちの考えや学び

から、自分の考えを再構築する活動を習慣化することなどが挙げられる。 

学
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・最も肯定値が高い質問 

「いじめは，どんな理由があってもいけないこと

だと思いますか。」97.3 

・最も肯定値が低い質問 

「新聞を読んでいますか。」37.5 

「学校で，自分の考えをまとめ，発表する場面

で，ＰＣ・タブレットなどのＩＣＴ機器を，どの程

度使っていますか。」39.3 

・全国と比較して肯定値が高い質問 

「今住んでいる地域の行事に参加しています

か。」71.6（+16.3）   

「困りごとや不安がある時に，先生や学校にい

る大人にいつでも相談できますか」77.7（+5.8）  

・全国と比較して肯定値が低い質問 

「１，２年生のときに受けた授業で，ＰＣ・タブレ

ットなどのＩＣＴ機器を，どの程度使用しました

か」57.7（-11.8）  

 「学校で，授業中に自分で調べる場面で，ＰＣ・

タブレットなどのＩＣＴ機器を，どの程度使って

いますか（インターネット検索など）。」52.4

（-10.3）  
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（２）学力調査結果とのクロス集計 

（質問紙調査における児童生徒が回答した選択肢別の算数（数学）の平均正答率） 

【Ⅳ 生活・学習習慣】 

①「普段（月曜日から金曜日），１日当たりどれくらいの時間，テレビゲーム（コンピュータゲ

ーム，携帯式のゲーム，携帯電話やスマートフォンを使ったゲームも含む）をしますか」 

 

        

 

 

 

 

 

 

 

②「家で、自分で計画を立てて勉強をしていますか（学校の授業の予習や復習を含む）。」 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

【Ⅱ 学校環境】 

 ③「学校に行くのは楽しいと思いますか。」 

      

 

 

 

 

 

 

 

 

・児童生徒ともに、１日当たりのゲームの時間が長いほど、平均正答率が低い傾向が

見られる。 

・児童生徒ともに、家で、自分で計画を立てて勉強をしているほど、平均正答率が高

い傾向が見られる。 
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 ④「あなたの学級では，学級生活をよりよくするために学級会で話し合い，互いの意見のよ

さを生かして解決方法を決めていますか。」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 【Ⅲ 学習状況】 

   ⑤「自分と違う意見について考えるのは楽しいと思いますか。」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑥「これまでに受けた授業で，自分の考えを発表する機会では，自分の考えがうまく伝わ

るよう，資料や文章，話の組立てなどを工夫して発表していましたか。」 

 

        

 

 

 

 

 

 

 

 

小学校第６学年 中学校第３学年 

小学校第６学年 中学校第３学年 

・学校に行くのは楽しいと感じている児童生徒ほど平均正答率が高い傾向にある。 

・学級生活をよりよくするために学級会で話し合って、解決方法を決めていると感じ

ている児童生徒ほど平均正答率が高い傾向にある。 
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⑦「これまでに受けた授業では，課題の解決に向けて，自分で考え，自分から取り組んで

いましたか」 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

    ⑧「これまでに受けた授業では，各教科などで学んだことを生かしながら，自分の考えを

まとめる活動を行っていましたか」 

 

       

 

 

 

 

 

 

 

 

   ⑨「学習した内容について，分かった点や，よく分からなかった点を見直し，次の学習

につなげることができていますか。」 
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小学校第６学年 中学校第３学年 
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・課題解決に向けて、自分で考え、各教科などで学んだことを生かしながら、自分の考えを

まとめたり、発表内容について資料を基に工夫したりする児童生徒ほど、平均正答率が高

い傾向にある。 

・学習した内容について，分かった点や，よく分からなかった点を見直し，次の学習につな

げていると感じている児童生徒ほど平均正答率が高い傾向にある。 


